
 1  枚中  1  枚目

学校 高等学校 教科 保健体育 種目 保健体育

ページ 行

1 139 中段左

2 144 資料1

3 153 左段中

4 170 左段中

5 177 資料4

6 190 資料1

学年

番
号

⑤相馬野馬追（福島）の写真下：毎年
7月におこなわれる祭りでの「神旗争
奪戦」。

不正確である。
（毎年7月、ではない。）

3-(1)

夏季オリンピック競技大会の参加状況
の推移：12－東京（日本）－1940－第
二次世界大戦により中止

生徒が誤解するおそれのある表現である。
（1940年東京大会の中止の理由について）

3-(3)

＊日常どこにいるのかの正確な情報を
日本アンチ・ドーピング機構に報告す
る義務のこと。

生徒が誤解するおそれのある表現である。
（世界中の競技者に日本アンチ・ドーピング機構へ
の報告義務が課せられているかのように読める。）

判
定

検定
基準

指 摘 事 由

 受理番号 106-177

指 摘 事 項

指摘箇所

調　査　意　見　書

3-(3)

人間の脳は大脳と小脳に分けられ，大
脳はさらに大きく4つの部位に区分さ
れます（資料1）。
及び、198ページ左上：用語解説[脳]
：脳は，大脳，脳幹，小脳で構成され

相互に矛盾している。
（脳／大脳の構造について）

3-(1)

ている。大脳は，前頭葉，頭頂葉，後
頭葉，側頭葉，及び大脳辺縁系に分け
られる。

太ももの後ろ側：しゃがむようにして
脚と太ももをできるだけ近づけ，手で
アキレス腱のあたりをつかむ。

生徒にとって理解し難い表現である。
（脚と太ももをできるだけ近づけ）

3-(3)

おもなスポーツ推進の歩み：1966年－
体育の日の設定

生徒にとって理解し難い表現である。
（「体育の日」は現存しない。）

3-(3)

検定基準の欄には、義務教育諸学校教科用図書検定基準又は高等学校教科用図書検定基準の
第2章及び第3章に掲げる項目のうち、該当するものの番号を示す。



 2  枚中  1  枚目

学校 高等学校 教科 保健体育 種目 保健体育

ページ 行

1 4 上段右

2 5 上段右

3 31
下段囲

み

4 44
7
-
10

5 71 図3

6 160 図1

7 168 21

8 171 4

9 183 6

学年

番
号

[特設]いざという時に備えて，知識と
技術を身につけよう・・・・・・・81

誤りである。
（ページ）

3-(1)

[特設]「正しい情報」を見極め活用す
るためのポイントについて考えよう・
・・・・・・139

誤りである。
（ページ）

3-(1)

梅毒（全体） 最新のものを用いておらず，学習上の支障を生ずる
おそれがある。
（「日本における梅毒患者報告数の推移」の図）

判
定

検定
基準

指 摘 事 由

 受理番号 106-178

指 摘 事 項

指摘箇所

調　査　意　見　書

2-(11)

「がんの発生に関わり・・・・・がん
の発生の大部分は喫煙や飲酒などの生
活習慣によるもので，遺伝的要素は非
常に少ない 図1。また，ウイルスや細
菌の感染・・・・・がん発生の主な要

生徒が誤解するおそれのある表現である。
（図1の参照位置）

3-(3)

因の１つである 表1。」

「安全な非難」 誤記である。

3-(2)

夏季オリンピック参加状況の推移：12
－東京（日本）－1940－第二次世界大
戦により中止

生徒が誤解するおそれのある表現である。
（1940年東京大会の中止の理由について）

3-(3)

「禁止国際基準」 不正確である。

3-(1)

オリンピック・ムーブメント
及び160-161ページ、220ページ「オリ
ンピックムーブメント」

表記が不統一である。

3-(4)

人間の脳は大脳と小脳に分けられ，大
脳はさらに大きく４つの部位に区分さ
れる［図1］。
及び、216ページ右上【脳】：脳は，
大脳，脳幹，小脳で構成されている。

相互に矛盾している。
（脳／大脳の構造について）

3-(1)

検定基準の欄には、義務教育諸学校教科用図書検定基準又は高等学校教科用図書検定基準の
第2章及び第3章に掲げる項目のうち、該当するものの番号を示す。



 2  枚中  2  枚目

学校 高等学校 教科 保健体育 種目 保健体育

ページ 行

学年

番
号

判
定

検定
基準

指 摘 事 由

 受理番号 106-178

指 摘 事 項

指摘箇所

調　査　意　見　書

10 189
15
-
17

11 192 図2

大脳は，前頭葉，頭頂葉，後頭葉，側
頭葉，および大脳辺縁系に分けられる
。

1回だけ持ち上げられる負荷を最大挙
上重量（1RM）という。もし，ある負
荷で筋力トレーニングを10回行えたら
，その負荷は最大挙上重量の約80％に
当たる。

生徒にとって理解し難い表現である。
（筋力トレーニングと負荷を持ち上げることとが混
同されている。） 3-(3)

20mシャトルランテストから推定され
る最大酸素摂取量（グラフの数値／デ
ータ系列）

不正確である。

3-(1)

検定基準の欄には、義務教育諸学校教科用図書検定基準又は高等学校教科用図書検定基準の
第2章及び第3章に掲げる項目のうち、該当するものの番号を示す。



 3  枚中  1  枚目

学校 高等学校 教科 保健体育 種目 保健体育

ページ 行

1
上巻

8

下段右
囲み

2 14 図1

3 14 図2

4 15 図3

5 17 図2

6 27 15

7 33 図3

8 34 中段左

9 36 側注1

10 37
下段囲

み

学年

番
号

「レジスタンス運動（→p.20）」 表記が不統一である。
（20ページ及び170ページに照らして）

3-(4)

「梅毒感染者報告数」のグラフ 最新のものを用いておらず，学習上の支障を生ずる
おそれがある。

2-(11)

40～49歳男性：2,322 不正確である。

3-(1)

「ラテンアメリカ・カリブ海沿岸
220万　2.7万　11万」

不正確である。

3-(1)

「慢性肝臓病」 誤りである。
（原典と異なる）

3-(1)

判
定

検定
基準

指 摘 事 由

 受理番号 106-179

指 摘 事 項

指摘箇所

調　査　意　見　書

「用法・容量」 表記が不統一である。
（108ページ12行目に照らして）

3-(4)

体性感覚：「筋」のルビ；すじ 誤記である。

3-(2)

「二十歳未満の者の喫煙の禁止に関す
る法律」のルビ：「はたち」
他, 174ページ左列

不正確である。

3-(1)

（警察庁「組織犯罪の情勢」2023年) 表記が不統一である。
（「2023年」）

3-(4)

「脳は生命維持に・・・快・不快の感
情を持ち、記憶、判断、行動を調節す
る。」

生徒にとって理解し難い表現である。
（「感情を持ち」）

3-(3)

検定基準の欄には、義務教育諸学校教科用図書検定基準又は高等学校教科用図書検定基準の
第2章及び第3章に掲げる項目のうち、該当するものの番号を示す。



 3  枚中  2  枚目

学校 高等学校 教科 保健体育 種目 保健体育

ページ 行

学年

番
号

判
定

検定
基準

指 摘 事 由

 受理番号 106-179

指 摘 事 項

指摘箇所

調　査　意　見　書

11 49
上段囲

み

12 76 図1

13 80 図2

14 82 図1

15 89 図3

16 103 図3

17 110 側注2

18 118 上段左

19 131 14

20 133 側注②

その他の原因：2010年 23.5 不正確である。

3-(1)

物理的因子による疾病（熱中症など）
：2022年 1,105

不正確である。

3-(1)

電動キックボードと交通ルール（全体
）

生徒が誤解するおそれのある図及び表現である。
（「電動キックボード」に関する交通ルールについ
て、全て説明されているかのように） 3-(3)

「訪問調査85項目」 不正確である。

3-(1)

「健康日本２１」
2000年からの10年間に・・・・実施さ
れた。さらに2024年から12年間をめや
すに、第３次の「健康日本２１」が継
続された。

生徒が誤解するおそれのある表現である。
（2000年からの実施後、いきなり第３次に継続され
たかのように） 3-(3)

「公認心理士」 誤記である。

3-(2)

「長期変化傾向」の直線 不正確である。

3-(1)

IOC（国際オリンピック委員会）の憲
法といえる「オリンピック憲章」には
、次のような一文がある。「オリンピ
ック競技大会の有益な遺産（レガシー
）を、開催国と開催都市が引き継ぐよ

不正確である。
（「次のような一文」として引用された文言）

3-(1)

「用語解説　保健編」の見出し：「第
１節　健康の考え方」

表記が不統一である。
（他に照らして）

3-(4)

日本スポーツ振興センター（→ p.160
）

不正確である。
（160ページに「日本スポーツ振興センター」の記載
は無い。） 3-(1)

検定基準の欄には、義務教育諸学校教科用図書検定基準又は高等学校教科用図書検定基準の
第2章及び第3章に掲げる項目のうち、該当するものの番号を示す。



 3  枚中  3  枚目

学校 高等学校 教科 保健体育 種目 保健体育

ページ 行

学年

番
号

判
定

検定
基準

指 摘 事 由

 受理番号 106-179

指 摘 事 項

指摘箇所

調　査　意　見　書

21 135
右下囲

み

22 155 左段上

23 171 右段上

24
下巻

17
資料2

25 55 資料2

う奨励する。」

国民スポーツ大会：実施されている正
式競技は、本大会が37競技、冬季大会
が3競技である。

不正確である。
（本大会の正式競技数は、37ではない。）

3-(1)

人工妊娠中絶件数および実施率の年次
推移（厚生労働省「衛生行政報告例」
）（全体）

不正確である。
（数値）

3-(1)

Challenge!：グループごとに別のスポ
ーツを選んで、別冊を参考にして、ク
ラスで発表しましょう。

生徒にとって理解し難い課題である。
（別冊のうち第5章の部分には、参考にできそうな情
報が無い。） 3-(3)

また、頻度も体が慣れるまでは週２日
くらいから始めて、慣れてきたら３～
５日くらいまでのばしていきましょう
。どんなに慣れてきても必ず休憩はと
りましょう。

生徒にとって理解し難い表現である。
（トレーニングしない日を設けることを「休憩をと
る」とは言わない。） 3-(3)

運動・スポーツの実施場所（全体）
及び、【資料3】運動・スポーツの実
施形態（全体）

不正確である。
（どちらも、縦軸の項目のうち複数が原典と異なる
。） 3-(1)

検定基準の欄には、義務教育諸学校教科用図書検定基準又は高等学校教科用図書検定基準の
第2章及び第3章に掲げる項目のうち、該当するものの番号を示す。
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